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	（東京都立大学））
	本学では、入学料について、本人、配偶者、一親等の親族のいずれかが2023年4月1日から引き続き都内に居住している場合には優遇措置があり、この認定のために、「住民となった日」が必要です。お手数ですが、上記記載事項のご証明をお願いいたします。

